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１ 畑作構造転換事業（新規）

園芸振興課

湿害に弱いそばの安定生産を図るため、畑地の排水性等を改善する取組を支援する。

１ 事業内容

播種前に、畑地の排水性等改善対策を実施し、収量の増加及び安定化を図る。

(1) 実施地区 鹿角市

(2) 実施内容 ほ場の心土破砕や深耕

(3) 実施面積 68.8ha

(4) 補 助 率 定額（2,000円／10ａ）

２ 事業主体

鹿角市

３ 予算額

１，３７６千円 国庫支出金 １，３７６千円

負担金補助及び交付金 １，３７６千円

４ 事業年度

令和２年度

【参考】実施内容のイメージ

サブソイラーによる心土破砕
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２ 野生動物等侵入防止対策支援事業（新規）
【ＣＳＦ等緊急防疫対策事業】

畜産振興課

ＣＳＦ（豚熱）等の防疫対策として、農場周囲に野生イノシシ等侵入防止用の防護柵を

設置する養豚経営体に対し助成する。

１ 事業内容

(1) 実施内容 農場周囲への防護柵の設置

(2) 助成対象 15養豚場

(3) 対象経費 柵資材費、設置費等

(4) 補 助 率 ３／４以内（国２／３、県１／３）

２ 事業主体

秋田県養豚協会

３ 予算額

４７，３１６千円 国庫支出金 ３１，５４６千円

一般財源 １５，７７０千円

負担金補助及び交付金 ４７，３１６千円

４ 事業年度

令和２年度

【参考１】ＣＳＦ等緊急防疫対策事業の予算概要 単位：千円

事業内訳 予算現計 補正額 補正後

野生動物等侵入防止対策支援事業 － 47,316 47,316

検査体制整備事業 3,873 － 3,873

まん延防止対策事業 5,675 － 5,675

計 9,548 47,316 56,864

【参考２】防護柵の設置例

金網柵 電気柵
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３ 農業農村整備事業（公共）

農地整備課

農業の生産基盤の強化や農村地域の安全・安心を図るため、ほ場整備や農業水利施設の

整備を実施する。

１ 主な事業内容

(1) 農村地域防災減災事業（農地地すべり対策事業）

農地や農業用施設等を地すべり災害から保全するため、地すべり防止工事を行う。

・ 実施地区 由利本荘市沢内地区

・ 予 算 額 ２０，０００千円

(2) 戦略作物生産拡大基盤整備促進事業

水田の汎用化を図るため、農業水利施設等の整備に必要な調査及び計画策定を行う。

・ 実施地区 大仙市協和地区

・ 予 算 額 ５，０００千円

２ 事業主体

県

３ 予算額

２５，０００千円 国庫支出金 １５，０００千円

県債 ９，０００千円

一般財源 １，０００千円

【参考】農業農村整備事業の予算概要

単位：千円

事業内訳 予算現計 補正額 補正後

経営体育成基盤整備事業 10,055,509 － 10,055,509

農村地域防災減災事業 3,228,871 20,000 3,248,871

水利施設整備事業、基幹水利施設スト
2,278,773 － 2,278,773

ックマネジメント事業

戦略作物生産拡大基盤整備促進事業 369,695 5,000 374,695

その他（施設管理、調査計画等） 2,056,965 － 2,056,965

計 17,989,813 25,000 18,014,813
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４ 水産物供給基盤機能保全事業（公共）

水産漁港課

近年の台風や低気圧による高波の増加等を受け、漁港の安全対策として機能強化を図る。

１ 主な事業内容

(1) 漁港施設機能強化事業

漂砂による港内堆砂防止と港内の静穏度確保のための防波堤整備

・ 実施地区 平沢漁港（にかほ市平沢）

・ 予 算 額 ５２，５００千円

(2) 漁港機能増進事業

(1)事業への振り替えによる減額

・ 予 算 額 △３２，５００千円

２ 事業主体

県

３ 予算額

２０，０００千円 分担金及び負担金 ２，０００千円

国庫支出金 １０，０００千円

県債 ７，２００千円

一般財源 ８００千円

【参考１】水産物供給基盤機能保全事業の予算概要 単位：千円

事業内訳 予算現計 補正額 補正後

水産物供給基盤機能保全事業 499,400 － 499,400

漁港施設機能強化事業 28,400 52,500 80,900

漁港機能増進事業 32,500 △32,500 －

計 560,300 20,000 580,300

【参考２】実施地区の現況等イメージ

防波堤整備予定箇所 港内の波浪の状況 標準断面図
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５ 林業成長産業化総合対策事業

林業木材産業課

森林資源の循環利用を通じて林業の成長産業化を図るため、低コスト安定供給体制の構

築や木材加工流通施設の整備など、川上から川下までの取組を総合的に支援する。

１ 事業内容

(1) 持続的林業確立対策事業

ア 先進的造林技術推進事業

(ｱ) リモートセンシング技術を活用した実証

・ 実施内容 ドローンによる測量の省力化に向けた実証（国の上限事業費の変

更に伴う減額）

・ 補 助 率 ２／３以内

(ｲ) 実証的造林

・ 実施内容 スギコンテナ苗の育苗期間短縮に向けた実証

イ 高性能林業機械等整備事業

・ 実施内容 高性能林業機械等のリース（３社８台）

・ 補 助 率 １／３以内

ウ コンテナ苗生産基盤施設等整備事業

・ 実施内容 コンテナ苗生産施設等の整備（１社１施設）

・ 補 助 率 １／２以内

(2) 木材産業等競争力強化対策事業

ア 木材加工流通施設等整備事業

・ 実施内容 原木運搬車の導入（４社５台）

・ 補 助 率 １／２以内

イ 木質バイオマス供給施設整備事業

・ 実施内容 未利用木質資源のチップ化施設等の整備（１社１施設）

・ 補 助 率 15／100以内

(3) 事業推進事務費

・ 実施内容 県の指導監督に要する経費

２ 事業主体

(1)のアの(ｱ)、(1)のイ：林業経営体

(1)のアの(ｲ)、(3) ：県

(1)のウ ：苗木生産者

(2)のア ：原木輸送業者

(2)のイ ：木材加工企業

-5-



３ 予算額

１４７，３７２千円 国庫支出金 １４５，４１３千円

一般財源 １，９５９千円

(1)： ４２，４３７千円 需用費 １７６千円

負担金補助及び交付金 ４２，２６１千円

(2)：１０１，１３５千円 負担金補助及び交付金 １０１，１３５千円

(3)： ３，８００千円 旅費、需用費等 ３，８００千円

４ 事業年度

平成３０年度～

【参考】林業成長産業化総合対策事業の予算概要

単位：千円

事業内訳 予算現計 補正額 補正後

持続的林業確立対策事業 184,245 42,437 226,682

間伐材生産・再造林促進事業 180,000 － 180,000

先進的造林技術推進事業 4,245 △1,102 3,143

高性能林業機械等整備事業 － 40,373 40,373

コンテナ苗生産基盤施設等整備事業 － 3,166 3,166

林業成長産業化地域創出モデル事業 10,000 － 10,000

木材産業等競争力強化対策事業 － 101,135 101,135

木材加工流通施設等整備事業 － 87,481 87,481

木質バイオマス供給施設整備事業 － 13,654 13,654

事業推進事務費 － 3,800 3,800

計 194,245 147,372 341,617
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